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先日，山梨県知事から出された「臨時特別協力要請の延長」を受け，押原中では時差登

校及び部活動を含めた諸活動の自粛生活期間を２７日まで延長することになりました。時

差登校が始まって以来，押原中では各家庭での検温に加え，朝の玄関チェックや昼の検温

を実施しており，これらも先ほどの延長に伴い，今後も継続していくことになります。 

毎朝，学年の小島先生・柴田先生・依田先生らが玄関先に立ち，一学年生徒全員の健康

チェックをしてくれていますが，常に日陰の北側玄関の寒さはけっこう厳しいものがある

んですよ…。（石油ストーブを持ち出して朝の寒さを何とか凌いでいるところです…。） 

寒空の中でのチェック活動…。チェックする側もされる側もお互い「煩わしさ」や「大

変さ」を感じてしまいますよね。しかし，私はこのチェック活動によって生じる「とて

も良い効果」を見つけました。それは，毎朝登校 

する生徒一人ひとりに「おはよう」と声掛け 

ができる点です。部活の朝練があると，部によって 

登校時間もバラバラです。また，普段であれば玄関先で 

学年生徒全員を迎え入れることは行っていません。 

たった一言の「おはよう」のあいさつ…，この 

「たった一言」こそが大事であり，大きな 

意味や価値があると私は思っています。そんなことを思いながら今日も玄関先で皆さ

んを迎えようと思います。（小島先生・柴田先生・依田先生とともに…。） 

 

最近，毎日の「健康チェックシート」の不備が 

やや気になります。学校に置きっぱなしにしてい 

る生徒，毎日の記入を忘れている生徒，保護者の 

捺印（サイン）がない生徒，チェックシート自体 

を家に忘れてしまう生徒…。 

学校で発行しているこの健康チェックシートは 

「毎日の健康状態を客観的に証明する唯一 

の材料」です。ぜひご家庭でも大事に取り扱うよ 

うご指導よろしくお願いいたします。 



 

 

 

来年度の 5月に予定している「ふるさと探訪」に向け 

ての準備がいよいよ始まりました。現在の状況としては， 

学年の生徒を全部で７つの見学コースにグループ分けし， 

それぞれのコースごとに見学地の調べ学習や実際の見学 

ルートの検討などを行っています。 

 クラスの枠を超え，同じ見学コースの仲間とともに行 

う今回の活動は，仲間の幅を広げるという点において大 

きな意味があると思います。タブレットＰＣ片手に，普 

段の教室とは違うメンバーと会話をしながら調べ学習を 

進めてみてください。新たな人間関係がきっと広がって 

いくと思います。 

 なお，来年度の「ふるさと探訪」は例年と少し違う形 

で計画を立てています。私たち緑学年は，残念ながら今 

年度「宿泊学習」が実施できませんでした。そんなこと 

もあり，例年は日帰りで行っている「ふるさと探訪」を 

来年度は一泊で行う方向で計画を進めています。詳細は 

3月の学年ＰＴＡ総会でもお話ししますので，保護者の 

皆様もご承知おきください。 

卒業式当日（３月１０日）は 1 年生は 

「自宅待機（休業日）」となります 

  

３月の予定 

日 月 火 水 木 金 土 

  １ 

きずなの日 

 

２ 

 

３ 

公立後期試験① 

１・２年到達度

検査 

４ 

公立後期試験② 

２年スキー教室 

５ 

数学検定 

６ 

 

７ 

 

８ 

家庭学習 

振り返りの日 

９ 

 

１０ 

第７５回卒業証

書授与式 

１１ １２ 

 

１３ 

 

１４ 

１・２年 

PTA 総会 

１５ 

職員会議 

１６ 

 

１７ 

 

１８ 

家庭学習 

振り返りの日 

１９ 

 

２０ ２１ 

春分の日 

 

２２ 

きずなの日 

 

２３ 

 

２４ 

給食終了 

２５ 

修了式 

離任式 

２６ 

 

 

２７ 

 

２８ 

学年末休業日

家庭学習 

振り返りの日 

２９ 

学年末休業日 

３０ 

学年末休業日 

３１ 

学年末休業日 

  



 


